
農業委員の募集に係る申込者の情報（受付順）
団体による推薦 【令和8年1月30日現在】

年月日 職名・経歴等 営農類型 耕作面積等

カネコ ジュンイチ

金子　順一 男 63 農業

H5.4.1～
H5.4.1～R6.3.31
H30.4.1～R6.6.30

兼業農家として開始、現在に至る
ゴルフ場、コース管理勤務
大日向カントリークラブ管理グリーンキー
パー任命

水稲 140a
認定を受け
ていない

推薦してい
ない

鹿子畑行政区 遠藤秋雄
住民と行政の連絡調
整、地域活動の推進

140
鹿子畑行政区内に
住所を有する者

　金子順一氏は高校を卒業後、車が好きで職業訓練所で
整備士と しての知識を学び、整備士としの合間に父親の
営む農業を手伝い、32歳の時に父親の他界と共に、兼業
農家へと変更した。30年 間農業運営の実績を持ち、農業
に関する知識は抱負で、地元の方々と休耕地の在り方な
ど話あい、また、後継者の担い手不足で は、自ら後継者
がいないため、少しでも休耕地を減らすために、 担い手不
足の方々のお手伝いもしています。これからの地域農業 
運営についても話あい、農業を思う心は熱く、前向きな姿
勢は誰 にも負けないかと確信しております。
　又、地域のためにボランティア活動も積極的に参加して
地元の 農地や道路などの不便な場所は先頭に立って整
備し、行政区の役 員も前向きに引き受け協力するなど、信
頼を得ています。
　平成21年に設立された鹿子畑上地区集落営農組合や鹿
子畑上地 区資源保全会の運営にも設立当初から携わり、
会計を任されるなど、積極的に活動を行い鹿子畑の農業
や鹿子畑行政区にも多大な 貢献をしております。
　この様な意力的な取り組み状況により金子順一氏を、鹿
子畑行 政区役員会で検討•協議の結果、農業委員会委員
として適任であ ると決定したことから推薦いたします。

ヒルタ ヒロユキ

蛭田　博之 男 60 農業
～H16年12月31日
H17年1月1日～

栃木ＢＭＷ株式会社退社
農業に従事

露地野菜、
施設野菜、　
（イチゴ、茄
子、胡瓜）

80a 認定中
推薦してい
ない

上河戸自治会 小川　圭一

区域内の住民相互の
交流・連絡・美化・清掃
等区域内の環境の整
備等

111
区域内に住所を有す
る個人等で会費を納
めるもの

　蛭田博之氏は、現在、さくら市農地利用適正化推進員並
びに上河戸農区の農業推進委員を務めており、常に幅広
い見地から物事を客観的に分析し、公平な判断を行うな
ど、地域の信頼を集めている方であります。
　また、姪田博之氏は、平成17年から農業に従事し、農業
に対する知識も豊富で、農業に対し意欲的、情熱的に取り
組んでおります。以前から、農業者の高齢化や担い手によ
り、市内農地の不耕作知化、遊休化が進んでいることに危
機感を抱き、現状の改善に強い意欲を示すなど、農業振
興に取り組む地域のリーダー的存在であります。
　現在、妻とともに農業経営をしていますが、繁忙期などは
臨時的な労働者を雇い入れていることから、委員に任命さ
れたとしても、自らの農業経営に支障をきたすことなく委員
の業務を遂行できる状況にあります。
　以上のことから、農区役員会並びに自治会役員会での
検討、協議の結果、委員に適任であると決定したことから
推薦いたします。

カルベ トシノリ

軽部　俊典 男 54 農業

S62年4月1日～H2年3
月31日
H29年7月20日～R2年7
月19日

栃木県立宇都宮農業高等学校

さくら市農地利用適格化推進委員

水稲、施設
野菜、　（水
稲・麦・春
菊）

1,800a 認定中
推薦してい
ない

下河戸南行政区 花谷　稔 自治会の運営
下河戸南区内に住
所を有する者

　軽部俊典氏は、地域の役員も歴任し、在任中は客観的
に物事を分析し常に公平な判断を行うなど、地域の信頼を
集めている方であります。
　また、軽部俊典氏は、15年以上農業に関する仕事をし、
農業に対する知識も抱負で農業に対し、意欲的•情熱的に
取り組んでおり、以前から農業者の高齢化や担い手不足
により、市内の農地の遊休化が進んでいることに危機感を
抱き、現状改善に強い意欲を示す等農業に取り組む地域
のリーダー的存在です。
　現在、軽部俊典氏は、父母と3人で農業を経営していま
すが、54 歳と、まだ若く、農業に専従していることから、軽
部俊典氏が委員に 任命されたとしても、自らの農業経営
に支障をきたすことなく委員の業務を遂行できる状況にあ
ります。
　以上のように軽部俊典氏は、下河戸南役員会の検討、
協議の結果、委員に適任であると決定したことから推薦い
たします。

イシツカ ヨシオ

石塚　良男 男 67 農業
S51.4～S55.3
S59.10.1～H30.3.31
R2.7..20～

国立香川大学農学部園芸学科
エバラ食品工業株式会社勤務
農業委員

水稲 450a 認定中
推薦してい
ない

箱森自治会 野中　伸郎 自治会運営全般 89
箱森地区に居住する
人

　石塚良男氏は農業に対する知識も経験も豊富で地域の
リーダー的存在です。また、委員経験も豊富である事から
役員一同推薦いたします。

コムロ ムネノリ

小室　宗徳 男 70 農業

S54.4.1～H29.3.31
H30.7.20～R5.7.19

R2.7.1～R8.6.30

栃木県農業共済組合連合会 参事
さくら市農業委員会農地利用最適化推進
委員
栃木県農業共済組合 理事

水稲 300a
認定を受け
ていない

推薦してい
ない

蒲須坂行政区 髙柳　勝三 行政業務の執行 900
行政区に住所を有す
るもの

　農業委員として最適な人物、且つ前任者小林薫氏から
の強力な推薦有。

被推薦者（推薦を受ける者） 推薦者

経歴 農業経営の状況

氏名 性別 年齢 職業
認定農業
者区分

農地利用最
適化推進委
員への推薦・

応募状況

名称 代表者の氏名 活動の主たる目的
構成員
の数
（人）

構成員の
資格・要件

推薦理由
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農業委員の募集に係る申込者の情報（受付順）
団体による推薦 【令和8年1月30日現在】

年月日 職名・経歴等 営農類型 耕作面積等

被推薦者（推薦を受ける者） 推薦者

経歴 農業経営の状況

氏名 性別 年齢 職業
認定農業
者区分

農地利用最
適化推進委
員への推薦・

応募状況

名称 代表者の氏名 活動の主たる目的
構成員
の数
（人）

構成員の
資格・要件

推薦理由

タサキ ツギオ

田﨑　次男 男 69 農業

昭和53年7月1日～平
成29年3月31日
令和2年4月1日～
令和5年7月1日～

元さくら市産業経済部参事兼商工観光課
課長

喜連川土地改良区理事長
塩野谷農協 監事

水稲 130a
認定を受け
ていない

推薦してい
ない

喜連川北行政区 田﨑　良美
市の施政方針に協力し
併せて会員相互の親
交を図ること

213
喜連川北区に住所
あり

　田﨑さんはさくら市役所に奉職し、40年の行政経験の
中、農政課の仕事を10数年経験し、更に塩谷農業共済組
合の役員や喜連川北農区長など歴任し、現在は喜連川土
地改良区理事長並びに塩野谷農業協同組合監事の要職
にあり在任中また現在も、客観的に物事を分析し常に公
平な判断を行うなど、地域リーダーとして信頼を集めてい
る方であります。
　また、田崎さんは40数年に亘り兼業農家で仕事し、農業
に対す る知識も抱負で農業に対し、意欲的に強い気持ち
で取り組んで います。
　田﨑さんが委員に任命されたとしても、自らの農業経営
に支障をきたすことなく、委員の業務を遂行できる状況に
あります。
　以上のように田﨑さんは、委員に適任であることから推
薦いたします。

タカギ ルミ コ

髙木　るみ子 女 58 農業

H19年1月10日～

R2年4月1日～R4年3月
31日
R5年7月20日～

平成18年度認定　栃木県農業士パート
ナー
JAしおのや女性会喜連川支部会長

さくら市農業委員会委員

水稲、果樹
（水稲・りん
ご）

740a 認定中
推薦してい
ない

塩谷地区農村女性
会議

斎藤　マサ
農業・農村における男
女共同参画社会の形
成

630
塩谷地区の農村女
性及び農村女性組
織の会員

　髙木るみ子氏は、栃木県農業士パートナーとして、農業
経営や技術の向上に努めるとともに、家庭や地域におけ
る女性の活躍推進や消費者との交流活動など、地域の模
範となる農業経営を実踐されています。
　また、J Aしおのや女性会喜連川支部会長として、会員
の意見集約や活動の企画運営の中心的役割を担い、農
業•農村の魅力発信や食育活動に積極的に取り組まれて
おり、農業委員に求められる調整力と実行力を備えていま
す。
　農業•農村の多様化が求められる中で、農業委員会にお
ける女性の参画はますます重要となっています。髙木氏
は、女性農業者の視点を的確に農業委員会活動へ反映で
きる貴重な人材です。
　以上の理由から、髙木るみ子氏は、農業委員として適任
であると判断し、ここに推薦いたします。

カミヤマ トモコ

神山　智子 女 62 農業
H28年1月12日～
H28年4月1日～
R5年7月20日～

平成27年度栃木県女性農業士認定
さくら市氏家地区農産直売組合副組合長
さくら市農業委員会委員

水稲、露地
野菜、施設
野菜（水
稲・いちご）

340a 認定中
推薦してい
ない

塩谷地区農村女性
会議

斎藤　マサ
農業・農村における男
女共同参画社会の形
成

630
塩谷地区の農村女
性及び農村女性組
織の会員

　神山智子氏は、栃木県女性農業士として、農業•農村に
おける男女共同参画の 促進や地域の小中学生を対象と
して食育活動など、多方面にわたり活躍されて います。
　また、農業経営及び栽培に関する豊富な知識を有し、地
域の農産直売組合において副組合長を歴任されるなど、
組織運営にも携わってこられました。農産物の販売促進や
消費者との交流にも取り組み、地域農業の活性化に大きく
貢献されています。
　農業•農村の多様化が求められる中で、女性の意見を農
業委会活動に反映させることは不可欠であり、神山氏は、
女性農業者の立場から現場の声を的確に代弁できる人材
です。
　以上の理由から、神山智子氏は、農業委員として適任で
あると判断し、ここに推薦いたします。

ワキ フミオ

和氣　文夫 男 71 農業

H28年4月1日～現在

H29年5月25日～R5年5
月25日
H30年2月9日～現在

氏家土地改良区 理事/庶務会計担当理事
/副理事長 
塩野谷農業協同組合　監事/理事

農事組合法人アグリホープ押上 理事

水稲、その
他（麦・大
豆）

580a 認定中
推薦してい
ない

氏家土地改良区 古澤　一郎

農業生産の基盤の整
備及び開発を図り、もっ
て農業の生産性の向
上、農業総生産の増
大、農業生産の選択的
拡大及び農業構造の
改善に資することを目
的とする。

1558

氏家土地改良区の
地区内にある土地に
つき、土地改良法第
3条に規定する資格
を有する者

　和氣文夫氏は、平成28年度より、当土地改良区理事に
就任し、押上地区を担当、庶務会計担当理事を経て、現在
は副理事長として、豊富な知識とリーダーシップで諸問題
の解決に取組み、役員からの信頼も厚く、組織運営に尽
力されています。 また、塩野谷農業協同組合では長年に
渡り職員として勤務した後、監事・理事を歴任。さくら市農
作物病害虫防除対策協議会の会長として、農作物への環
境被害の改善に努め、農地の多面的機能活動組織「押上
環境保全会」の中心メンバーとしても積極的に活動し、地
域における中心的存在です。
　農業経営面では、「農事組合法人アグリホープ押上」の
理事として、高齢化や担い手不足等を危惧し、農地の集積
及び遊休農地の解消に積極的に務め、担い手として地域
農業の振興、発展に尽力されています。
　多方面で培った知識と豊富な経験と行動力があり、法人
の一員として農業に従事している事から、和氣氏が農業委
員に任命されたとしても、自身の農業経営に支障をきたす
ことなく、農業委員の業務を遂行できる状況にあることか
ら、農業委員に適任と判断し当土地改良区の理事会にお
いて協議の結果、和氣文夫氏を推薦することに致します。
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農業委員の募集に係る申込者の情報（受付順）
団体による推薦 【令和8年1月30日現在】

年月日 職名・経歴等 営農類型 耕作面積等

被推薦者（推薦を受ける者） 推薦者

経歴 農業経営の状況

氏名 性別 年齢 職業
認定農業
者区分

農地利用最
適化推進委
員への推薦・

応募状況

名称 代表者の氏名 活動の主たる目的
構成員
の数
（人）

構成員の
資格・要件

推薦理由

シバヤマ 　ヨシ　ナリ

柴山　能成 男 66 会社役員

昭和56年3月31日
昭和57年5月1日～平
成3年10月31日
平成6年4月1日～令和
7年12月現在

東京農業大学卒業
喜連川農業協同組合勤務

喜連川水産株式会社代表取締役
水稲 180a

認定を受け
ていない

推薦してい
ない

喜連川土地改良区 田﨑　次男
農業生産の基盤の整
備

646
圃場整備実施区域
内の農地の所有者
又は耕作者

　柴山能成氏は、令和2年4月1日に喜連川土地改良区理
事に就任し、令和5年2月15日からは副理事長として、豊富
な経験と幅広い見識をもって土地改良区の運営に参画し
活躍しています。
　また、柴山氏は永年にわたり農業に従事し、農業に関す
る知識と経験も豊富であります。
　農業を取り巻く環境がさらに厳しくなる状況の中、土地改
良区の理事として農業基盤の維持強化に努めるとともに、
地域の農業をどのようにしたら守って行くことができるか等
の課題に向き合うことのできる人物です。
　このように、柴山氏は農業委員としての資質を十分に備
えており、本年12月16日に開催された理事会において、農
業委員に適任であるとして推薦することに決定されました
ので、推薦いたします。

ケンモク テツアキ

見目　哲昭 男 56 農業

H3年4月1日～R6年3月
31日
R6年4月1日～
R7年4月1日～

栃木県農業共済組合

就農(狹間田環境保全協議会役員)
鬼怒川東部土地改良区理事

その他
(和牛繁殖)

1600a 認定中
推薦してい
ない

元組行政区 小野　晴彦 自治会の運営
元組区に住所を有す
る者

　見目哲昭氏は、令和6年より両親が営んでいた米、繁殖
牛の飼育を継承しております。就農以前は、栃木県共済組
合に長年勤務しており、難しい事案についても、農業者の
立場に立って、親切丁寧な対応に徹し、地域農業の発展
に寄与してきました。
　現在地元では、多忙な農作業の中、依然培った経験や
知識生かし、鬼怒川東部土地改良区理事、狹間田環境保
全協議会役員として活動されおり、地域計画においても、
両親と家族一体の経営はきめ細かい配慮がなされ、地域
農業の模範となるものであります。
　こうした中、地域農業は少子高齢化、担い手不足、資材
価格の高騰、消費者の嗜好の変化など多くの課題にも直
面しております。
　時代の変化に柔軟に対応できる経験、知識、優れた経
営感覚を農業委員として、地域農業再生のために生かし
ていただければ、さくら市農業の大きな戦力になるものと
思います。

コスゲ カズヒコ

小菅　和彦 男 63 農業

H29年1月～R7年12月
H26年7月～R8年７月
R6年4月1日～R8年3月
31日

栃木県農業士
さくら市農業委員
氏家新田行政区長

(和牛繁殖) 1500a 認定中
推薦してい
ない

氏家新田行政区 小菅　和彦 自治会の運営 260
氏家新田行政区内
に住所を有するもの

　小菅和彦君は、就農してから40年以上農業に従事してお
リ、その間に肉牛生産組合の代表や栃木県農業士・行政
医長などの役職を歴任してきました。現在もさくら市農業委
員や氏家地区繁殖和牛部会長やJAしおのや和牛繋殖部
会の副部会長を務めておリ、常に中立な立場で客観的に
事に臨む姿勢など信頼できる方であリます。
　また就農当時と比べ最近は農業者の高齢化や就農者の
減少による担い手不足によって遊休農地が増加している
ことを心配し、和牛繁殖への事業転換もあリ自ら担い手と
なリ遊休化の解消にも貢献しています。
　尚、小菅和彦君は上記の通リ和牛の繁殖を営んでいま
すが作業員を雇用しておリますし、長男も就農しています
ので小菅和彦君が委員に任命されたとしても経営に支障
をきたす事なく委員の業務を遂行できる状況にあリます。
　これらの事をふまえ氏家新田行政区臨時総会に於いて
農業委員に小菅和彦君を推薦する事に決定いたしまし
た。

カクタ ミツナリ

角田　充也 男 46 農業

H17年4月１日～H30年
3月31日
H31年4月１日～
R5年5月23日～

塩野谷農業協同組合　勤務

就農
塩野谷農業協同組合　理事

施設野菜
(喜連川温
泉なす)

20a 認定中
推薦してい
ない

塩野谷農業協同組
合

荒井　秀忠 農協事業
　塩野谷農業協同組合の喜連川地区役員であり、農業委
員に適している。

フルサワ タカノリ

古澤　孝典 男 65 農業

S54年4月１日～R2年3
月31日
R2年4月１日～

関東農政局 栃木県拠点・勤務

JA全農とちぎ米麦部 米麦総合課 検査協
会勤務

水稲 300a
認定を受け
ていない

推薦してい
ない

上松山行政区 鉢村　哲郎 自治会の運営 58
上松山行政区に居
住

　農家の長男として意欲的情熱的に取り組んでいます。

スズキ ヨウコ

鈴木　羊子 女 70 農業
令和5年4月1日～
令和5年8月1日～

栃木県農業共済組合総代
さくら市農業振興地域整備促進協議会委
員

水稲
(主食用米)

55.1a
認定を受け
ていない

推薦してい
ない

栃木県農業共済組
合

人見二三夫
農業保険法に基づく保
険事業

66,528 農業経営者

　令和5年より農業関係の役職を歴任し地域の方々からの
信頼も厚い。また、農業に関する識見を有しており、農地
利用の最適化を進めるためには適任者であることから推
薦いたします。
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農業委員の募集に係る申込者の情報（受付順）
団体による推薦 【令和8年1月30日現在】

年月日 職名・経歴等 営農類型 耕作面積等

被推薦者（推薦を受ける者） 推薦者

経歴 農業経営の状況

氏名 性別 年齢 職業
認定農業
者区分

農地利用最
適化推進委
員への推薦・

応募状況

名称 代表者の氏名 活動の主たる目的
構成員
の数
（人）

構成員の
資格・要件

推薦理由

アキモト ヒデノリ

秋元　秀則 男 43 農業 5年7月20日～ 農業推進委員 水稲 2300a 認定中
推薦してい
ない

富野岡行政区 中山　光夫 自治会の運営
富野岡行政区に住
所を有する者

　秋元秀則氏は、8年間地域の役員を歴任し、在任中は客
観的に物事を分析し常に公平な判断を行うなど、地域の
信頼を集めている方であります。
　また、秋元秀則氏は20年以上農業に従事し、農業に対
する知識も抱負で農業に対し、意欲的•情熱的に取り組ん
でおり、以前から農業者の高齢化や担い手不足により、市
内の農地の遊休化が進んでいることに危機感を抱き、現
状改善に強い意欲を示す等、農業に取り組む地域のリー
ダー的存在です。
　現在、秋元秀則氏は、長男として農業を継ぎ経営してい
ます。
秋元秀則氏が委員に任命されたとしても、自らの農業経営
に支障をきたすことなく、委員の業務を遂行できる状況に
あります。
　以上のように秋元秀則氏は、富野岡行政区役員会の検
討、協議の結果、委員に適任であると決定したことから推
薦いたします。

テツカ エイイチ

手塚　栄一 男 72 農業

H23年7月11日～H29年
7月6日
H29年7月28日～
R6年3月19日～

農業委員会委員2期・農地利用最適化推
進委員2期
鬼怒川東部土地改良区理事
氏家土地改良区理事・庶務・会計

水稲 500 認定中
推薦してい
る

下新田行政区 髙齋　幸男 行政区の運営
下新田行政区に住
所を有するもの

　所有する農地管理が行き届いていて性格の几帳面さが
現れている。
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